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鉄
塔
設
備
を
使
用
し
た

特
別
救
助
隊
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

6
月
１
９
日(

金)

関
西
電
力
送
配
電
㈱
の
ご
協
力
の

も
と
、
鉄
塔
設
備
を
活
用
し
た
特
別
救
助
隊
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た

本
訓
練
で
は
、
高
所
環
境
に
お
け
る
救
助
活
動
を
想

定
し
、
救
助
資
機
材
を
使
用
し
た
ロ
ー
プ
救
出
訓
練
、

要
救
助
者
の
安
全
確
保
、
降
下
搬
送
訓
練
及
び
高
所
活

動
時
の
安
全
管
理
手
順
の
確
認
を
重
点
的
に
行
い
ま
し

た
。近

年
は
、
猛
暑
、
厳
寒
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
お
り
、

各
地
で
熱
中
症
災
害
等
が
多
発
し
、
鉄
塔
上
、
電
線
上

の
作
業
員
が
熱
中
症
や
低
体
温
症
と
な
り
、
自
力
で
降

り
ら
れ
な
い
事
案
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
過
去

に
は
、
モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
接
触
し
宙
吊
り

に
な
っ
た
事
案
も
あ
り
ま
す

実
際
の
災
害
現
場
で
は
、
鉄
塔
や
高
圧
電
気
設
備
な

ど
の
特
殊
環
境
下
で
の
救
助
活
動
が
求
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
、
危
険
性
が
高
い
状
況
下
に
お
い
て
も
確
実
に

任
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
隊
員
一
人
ひ
と
り
が
技
術

の
向
上
と
安
全
意
識
の
徹
底
に
努
め
ま
し
た

本
訓
練
の
実
施
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
関
西
電
力
送
配
電
㈱
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

厳しい 暑さの中、 隊員一人ひとりが 安全・ 確
実・ 迅速な救助技術を披露し 、 培ってきた 知識と
技術、 そしてチームワークを 存分に発揮し 、Ａ
チームが５ 位入賞、Ｂ チームが４ 位入賞となりま
した 。
惜しくも 全国大会への切符は掴めませんでした

が、 今回の大会で得た経験を今後の訓練や災害対
応に生かし 、 地域住民の皆さまの 安全・ 安心を守
るため、 引き続き救助技術の向上に努めてまいり
ます
隊員の御家族及び関係者の皆様におかれまして

は、 これまで 多大なるご 理解とご 協力を賜り誠に
ありがとうございました

6月13日(土)、 滋賀県消防学校で行われた滋賀県消防
救助技術指導会に甲賀消防本部から「 障害突破」 種目
に2チームが出場し 、 隊員たちが日頃の訓練成果を発
揮した 結果、 Bチームが1位、 Aチームが2位となり 、
両チーム共、 次のステップとなる 東近畿大会へと駒を
進めることとなりました
そして 、 7月24日(金)、 京都市消防活動総合センター
(京都市消防学校)で開催された 東近畿地区消防救助技
術指導会において 、 本消防本部の隊員が日頃の訓練の
成果を発揮し 、 全力で挑みました 。
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令和８年甲賀消防管内

災害発生状況(６月末現在)

火 災 37件

救 急 3,299件

救 助 69件

その他 214件
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「いいね！」・「フォロー」お待ちしています。

消防
署における体力

トレ
ーニングについて

滋賀県警察 機動警察隊
甲賀消防水難救助隊 水難救助合同訓練

消
防
職
員
は
、
火
災
や
救
助
、
救
急
な
ど
、
い
つ
発
生

す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
ま
す

現
場
活
動
で
は
、
防
火
衣
や
空
気
呼
吸
器
な
ど
重
い

装
備
を
着
用
し
た
ま
ま
、
人
命
救
助
や
消
火
活
動
を
行

う
た
め
、
高
い
体
力
と
持
久
力
が
必
要
で
す
。

近
年
、
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
消
防

職
員
を
含
む
地
方
公
務
員
の
定
年
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

消
防
の
業
務
は
組
織
と
し
て
２
４
時
間
即
応
体
制
を

維
持
す
る
必
要
が
あ
り
、
加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
の
低

下
や
健
康
状
態
の
不
安
が
職
務
遂
行
に
支
障
を
き
た
す

と
い
う
特
殊
性
を
考
慮
す
る
と
、
全
て
の
消
防
職
員
が

消
防
活
動
に
必
要
な
最
低
限
の
体
力
を
定
年
ま
で
維
持

す
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す

こ
れ
ら
を
受
け
、
本
消
防
本
部
で
は
各
消
防
署
に
お

い
て
も
毎
日
職
務
の
中
で
体
力
錬
成
（
体
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
）
を
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た

体
力
錬
成

は
、
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
や
訓
練
で
は
な
く
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
に
必
要
不
可

欠
な
職
務
の
一
環
で
す
。

ま
た
、
体
力
の
維
持
向
上
は
、
災
害
現
場
で
の
安
全

確
保
や
事
故
防
止
に
も
つ
な
が
り
、
よ
り
迅
速
で
確
実

な
消
防
活
動
を
行
う
た
め
の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す

訓
練
は
、
他
の
公
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
計
画
的

に
実
施
し
、
周
囲
へ
の
配
慮
を
行
い
な
が
ら
取
り
組
み

ま
す
。

消
防
署
の
前
で
実
施
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と

思
い
ま

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は

、
消
防
活

動
能
力
の
維
持
向
上
の
た
め
、
消
防
署
に
お
け
る
体
力

錬
成
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

リチウムイオン電池に起因する火災が全国的
に増加しています。
総務省消防庁が開設した「 リチウムイオン電
池総合対策ポータルサイト 」には、リチウム
イオン電池による事故を防ぐために必要な情
報が記載されていますのでお役立てください。

7月21 日(火)、 本消防本部の水難救助隊と滋賀県警察の機動警察隊による 水難救助合同訓練を実
施しました 本訓練は、 水難事故発生時における 迅速かつ的確な救助活動を行うため 、 関係機関
相互の連携強化および救助技術の向上を目的として 実施したものです
訓練では、 水域での水難事故を想定し 、 要救助者の検索・ 発見から救出、 搬送までの一連の活動

を行いました 。 消防機関の水難救助隊と機動警察隊がそれぞれの専門的な知識や技術を活かしなが
ら、 実践的な訓練に取り組みました 参加隊員は、 情報共有や役割分担の確認を行いながら 救助
活動を実施し 、 有事の際における 対処能力の向上を図ることができました
今後も関係機関との連携を強化し 、 地域住民の皆様の安全・ 安心の確保に努めてまいります

熱中症に注意気温や湿度が高い日は、熱中症の危険性が高
まります。滋賀県においても連日熱中症警戒
アラートが発令されています。
総務省消防庁では、熱中症予防に役立つ情報
を掲載しています。暑さから自分や大切な人
を守るため、ぜひご活用ください。
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